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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第23期

第3四半期
連結累計期間

第24期
第3四半期

連結累計期間
第23期

会計期間
自 2020年1月1日
至 2020年9月30日

自 2021年1月1日
至 2021年9月30日

自 2020年1月1日
至 2020年12月31日

売上高 (千円) 3,578,495 4,071,509 5,240,816

経常利益 (千円) 1,007,463 1,453,196 1,713,121

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 681,691 991,280 1,182,080

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 678,060 1,014,619 1,185,196

純資産額 (千円) 6,709,682 6,344,635 7,216,818

総資産額 (千円) 7,797,582 7,503,878 8,608,368

1株当たり四半期(当期)純利益 (円) 41.06 61.13 71.19

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 86.0 84.6 83.8
 

 

回次
第23期

第3四半期
連結会計期間

第24期
第3四半期

連結会計期間

会計期間
自　2020年7月1日
至　2020年9月30日

自　2021年7月1日
至　2021年9月30日

1株当たり四半期純利益 (円) 12.36 20.52
 

(注)1．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．売上高には、消費税等は含まれておりません。

3．潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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2 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識

している主要なリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な

変更はありません。

 
2 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1）経営成績等の状況の概要

①経営成績の状況

 当第3四半期連結累計期間（2021年1月1日～2021年9月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染

症拡大の影響により、緊急事態宣言が再発令されるなど、依然として厳しい状況が継続しております。後半は、

ワクチン接種の促進や各種経済施策が進み、緊急事態宣言が全国で解除されるなど、経済活動に一部回復の兆し

もみられますが、先行きは不透明な状況が続いております。

　国内の情報サービス業界においては、働き方改革の更なる広がりにより、生産性向上及び業務効率化に対する

情報システムの需要が継続的に高まっております。企業はコストパフォーマンスと利便性の高い情報システムを

求めており、さらには新型コロナウイルス感染症の影響によりリモートワークを前提とした新しい働き方への移

行から、企業向けのシステムにおけるクラウドサービスの浸透が一層進んできております。

　またインターネット業界においては、大手企業を中心に「デジタルトランスフォーメーション(DX)」と呼ばれ

る、既存のビジネスモデルや業界構造を大きく変化させる新たなデジタル化の流れが引き続き力強いものとなっ

ております。

 　このような市場環境の中、当社グループは製販一体体制を継続し、クラウドサービス・デジタルソリューショ

ンの提供を行ってきました。クラウドソリューション事業の主力製品であるクラウドERP「ZAC」「Reforma PSA」

は、プロジェクト管理を必要としている企業を軸としてさまざまな業界・業種に幅広く求められ安定的に伸長

し、業績に寄与いたしました。デジタルトランスフォーメーション事業においてはウェブサイトやデジタルコン

テンツ、アプリケーションの企画・制作、SNS活用の戦略立案・運用支援、ウェブ広告の戦略策定・運用など、デ

ジタルを基軸に顧客のビジネスを全方位から支援するさまざまなソリューションを提供してまいりました。そし

て持続的な企業価値の向上を実現すべく、各事業において新規顧客の開拓、重点顧客の深掘活動にも取り組みま

した。

以上の結果、当第3四半期連結累計期間の連結業績は、売上高4,071,509千円（前年同期比13.8％増）、営業利

益1,452,020千円（同44.8％増）、経常利益1,453,196千円（同44.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は991,280千円（同45.4％増）となりました。

 
セグメント別の業績は次のとおりであります。

 
（a）クラウドソリューション事業

　売上高は2,405,667千円（前年同期比15.3％増）、営業利益は1,093,327千円（同25.6％増）となりました。

計画に対し、売上高は軟調、営業利益は堅調に推移しております。

 
（b）デジタルトランスフォーメーション事業

　売上高は1,665,842千円（前年同期比11.6％増）、営業利益358,693千円（同171.5％増）となりました。計画

に対し、売上高は軟調、営業利益は好調に推移しております。

 
②財政状態の分析

当第3四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ1,104,489千円減少し、7,503,878千円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が636,351千円、受取手形及び売掛金が487,777千円が減少したことによりま

す。負債については、前連結会計年度末と比べ232,307千円減少し、1,159,242千円となりました。主な要因は、
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支払手形及び買掛金が141,514千円減少したことによります。純資産については、前連結会計年度末と比べ

872,182千円減少し、6,344,635千円となりました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益991,280千円

の計上による増加、自己株式の取得1,737,500千円による減少があったことによります。

 　

(2)　研究開発活動

当第3四半期連結累計期間の研究開発費の総額は60,591千円であり、クラウドソリューション事業において発生

したものであります。

 
3 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,000,000

計 48,000,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,606,453 16,606,453
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であ
ります。

計 16,606,453 16,606,453 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年7月1日～
2021年9月30日

－ 16,606,453 － 1,193,528 － 1,103,528
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2021年6月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2021年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
   （自己所有株式）
普通株式 495,500
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 16,107,700
 

161,077
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。な
お、単元株式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式 3,253
 

― ―

発行済株式総数 16,606,453 ― ―

総株主の議決権 ― 161,077 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式44株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2021年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社オロ

東京都目黒区
目黒三丁目9番1号

495,500 － 495,500 2.98

計 ― 495,500 － 495,500 2.98
 

 

2 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第4 【経理の状況】

 

1 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

2 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30

日まで）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年9月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 6,293,840 5,657,489

  受取手形及び売掛金 1,370,614 882,836

  仕掛品 153,376 225,601

  原材料及び貯蔵品 3,073 3,050

  その他 100,355 99,654

  貸倒引当金 △1,120 △553

  流動資産合計 7,920,138 6,868,079

 固定資産   

  有形固定資産 454,454 385,629

  無形固定資産 31,233 38,674

  投資その他の資産   

   投資有価証券 16,541 12,037

   繰延税金資産 88,624 101,048

   その他 98,290 99,325

   貸倒引当金 △915 △915

   投資その他の資産合計 202,540 211,495

  固定資産合計 688,229 635,799

 資産合計 8,608,368 7,503,878
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当第3四半期連結会計期間
(2021年9月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 288,743 147,229

  未払法人税等 280,526 263,818

  賞与引当金 53,222 111,621

  受注損失引当金 30,132 28,118

  その他 565,653 445,640

  流動負債合計 1,218,278 996,427

 固定負債   

  資産除去債務 114,799 114,340

  その他 58,471 48,474

  固定負債合計 173,271 162,815

 負債合計 1,391,550 1,159,242

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,193,528 1,193,528

  資本剰余金 1,103,528 1,103,817

  利益剰余金 4,922,166 5,747,386

  自己株式 △942 △1,721,970

  株主資本合計 7,218,281 6,322,760

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,523 4,053

  為替換算調整勘定 △8,987 17,821

  その他の包括利益累計額合計 △1,463 21,875

 純資産合計 7,216,818 6,344,635

負債純資産合計 8,608,368 7,503,878
 

 

 

EDINET提出書類

株式会社オロ(E33039)

四半期報告書

10/18



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第3四半期連結累計期間
(自 2020年1月1日
 至 2020年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年1月1日
 至 2021年9月30日)

売上高 3,578,495 4,071,509

売上原価 1,541,258 1,508,970

売上総利益 2,037,237 2,562,538

販売費及び一般管理費 1,034,431 1,110,518

営業利益 1,002,805 1,452,020

営業外収益   

 受取利息及び配当金 5,246 1,572

 為替差益 － 8,353

 補助金収入 12,997 738

 受取損害賠償金 2,812 5,904

 その他 4,081 3,249

 営業外収益合計 25,138 19,818

営業外費用   

 支払利息 2,590 1,698

 為替差損 14,062 －

 和解金 － 15,000

 その他 3,828 1,943

 営業外費用合計 20,480 18,641

経常利益 1,007,463 1,453,196

税金等調整前四半期純利益 1,007,463 1,453,196

法人税、住民税及び事業税 285,254 472,808

法人税等調整額 39,528 △10,892

法人税等合計 324,783 461,915

四半期純利益 682,679 991,280

非支配株主に帰属する四半期純利益 988 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 681,691 991,280
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第3四半期連結累計期間
(自 2020年1月1日
 至 2020年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自 2021年1月1日
 至 2021年9月30日)

四半期純利益 682,679 991,280

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 800 △3,470

 為替換算調整勘定 △5,419 26,809

 その他の包括利益合計 △4,619 23,338

四半期包括利益 678,060 1,014,619

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 677,118 1,014,619

 非支配株主に係る四半期包括利益 942 －
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【注記事項】

(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う会計

上の見積りに用いた仮定について重要な変更はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第3四半期連結累計期間
 (自　2020年1月1日
  至　2020年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
 (自　2021年1月1日
  至　2021年9月30日)

減価償却費 82,499千円 85,603千円
 

 

(株主資本等関係)

前第3四半期連結累計期間（自　2020年1月1日　至　2020年9月30日）

1．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年3月26日
定時株主総会

普通株式 149,397 9.00 2019年12月31日 2020年3月27日 利益剰余金
 

2．基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末

　日後となるもの

　該当事項はありません。

3．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 
当第3四半期連結累計期間（自　2021年1月1日　至　2021年9月30日）

1．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年3月25日
定時株主総会

普通株式 166,061 10.00 2020年12月31日 2021年3月26日 利益剰余金
 

2．基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末

　日後となるもの

　該当事項はありません。

3．株主資本の著しい変動

当社は、2021年2月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式500,000株の取得を行っております。この結

果、当第3四半期連結累計期間において、自己株式が1,737,500千円増加しております。その他、譲渡制限付株式

報酬としての自己株式の処分等を行った結果、当第3四半期連結累計期間末において自己株式が1,721,970千円に

なっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第3四半期連結累計期間(自 2020年1月1日 至 2020年9月30日)

　　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益計

算書計上額
クラウド

ソリューション
事業

デジタルトラン
スフォーメー
ション事業

計

売上高      

　外部顧客への売上高 2,085,620 1,492,875 3,578,495 － 3,578,495

　セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,085,620 1,492,875 3,578,495 － 3,578,495

セグメント利益(注) 870,714 132,091 1,002,805 － 1,002,805
 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
　当第3四半期連結累計期間(自 2021年1月1日 至 2021年9月30日)

　　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益計

算書計上額
クラウド

ソリューション
事業

デジタルトラン
スフォーメー
ション事業

計

売上高      

　外部顧客への売上高 2,405,667 1,665,842 4,071,509 － 4,071,509

　セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,405,667 1,665,842 4,071,509 － 4,071,509

セグメント利益(注) 1,093,327 358,693 1,452,020 － 1,452,020
 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第3四半期連結累計期間

(自　2020年1月1日
至　2020年9月30日)

当第3四半期連結累計期間
(自　2021年1月1日
至　2021年9月30日)

1株当たり四半期純利益 41円06銭 61円13銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 681,691 991,280

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

681,691 991,280

普通株式の期中平均株式数(株) 16,603,437 16,217,005
 

(注)　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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2 【その他】　

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オロ(E33039)

四半期報告書

16/18



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月11日

株式会社オロ

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

　東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 椎　　名   　　　弘  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 芦   川   　   弘  

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オロの

2021年1月1日から2021年12月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2021年7月1日から2021年9月30日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2021年1月1日から2021年9月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オロ及び連結子会社の2021年9月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー

報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな
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いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

 
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

 
以 上

 

 

(注) 1．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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